
このまちの１００年

「厚木」

上空からみた厚木エリア

厚木は江戸時代に大山道、八王子道、相模川が交わる宿場町となり、明治期以降は鮎漁などの観
光でもにぎわいました。昭和2年の小田急線開通などで都市化が進み、昭和30年に厚木市が誕生し
ました。

江戸時代の厚木は、江戸からの大山詣りでにぎわう大山道の宿場町だった

明治41年に開通した相模橋。現在のあゆみ橋付
近に架けられていた 厚木付近の相模川。帆掛け船が見える

小田急線の本厚木駅は昭和2年に開業した

相模川で鮎漁を楽しむ屋形船

小田急ロマンスカーから撮影した本厚木駅
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